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 【構想のコンセプト】 

低炭素化 
非常時の 

自立機能の強化 

低炭素化エリアにおいて 
 

CO2を８０％削減 
（1990年比） 

都心強化先導エリアにおいて 
エネルギーネットワークに接続する建物に対し 

 

熱・電力の供給継続を１００％確保 

都心の建物更新時期の到来に合わせて 

経済成長と 
環境負荷低減の実現 札幌都心ブランドを世界へ発信 

多分野との連携 
による効果 

エリア別の３つのリーディングプロジェクト 

経済成長と環境負荷低減の実現 

札幌都心ブランドを世界へ発信 

多分野との連携 
による多様な効果 

   札幌都心において、創蓄省エネルギーの取組をきっかけに、まちの魅力向上や
経済成長など様々な効果を生み出すことに積極的に取組み、世界のモデルとなる
先進的なまちづくりを目指す。 

自立分散型エネルギー供給施設の設置 

エネルギーネットワークの構築 

まち全体でのエネルギー消費の削減 


